





























達するといわれる（Okura, Ramadan, Ohno, Mitsuma, 









内では，入院時のNew York Heart Association（以下，
NYHA）心機能分類がⅢ度以上である患者は59.0～
81.7％であり（青木・鈴木，2016；Okada, Makaya, 





























































































































る 傾 向 が あ る（Johansson, Nieuwenhuis, Lesman-












































































































































































































































































































































































　年齢はOkada et al. （2019）と同様に受診早期群が
高齢である結果であった．その要因として，加齢によ
り自覚症状を感じにくくなり，症状を自覚した際には


































因に挙げられている（Witte, Jurgens, Tamim, & Grace., 
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